
山地の草原に生育する高さ10-30cmの多年草。茎は直立し、葉の裏面は綿毛があり白色となる。中部以上

の葉の葉身は長三角形で、葉柄は長さ5-12cm、翼はない。花は8-10月。頭花は2-7個が茎頂や枝先に散
房状にまばらにつくかときに単生する。

個体数は多いが、シカに採食され開花に至っていない
個体が多い。今後さらなる減少が懸念される。2020年
版での新規掲載種。

草原の保全とシカの採食による影響の抑制が必要であ
る。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

多可町、神河町、豊岡市、養父市、朝来市、新温泉町

■ 国内分布

本州（長野県・愛知県以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ホクチアザミ
環境省ランク… －Saussurea  gracilis  Maxim.


